
平
成
三
十
年
二
月
二
十
日
受
領

答

弁

第

七

一

号

内
閣
衆
質
一
九
六
第
七
一
号

平
成
三
十
年
二
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
北
谷
城
と
日
米
地
位
協
定
の
環
境
補
足
協
定
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。



衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
北
谷
城
と
日
米
地
位
協
定
の
環
境
補
足
協
定
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
施
設
技
術
部
地
区
に
お
け
る
北
谷
町
教
育
委
員
会
に
よ
る
立
入
り
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の
期
間
の
う

ち
、
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
の
各
年
度
、
平
成
二
年
度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
各
年
度
、
平
成

十
三
年
度
及
び
平
成
二
十
六
年
度
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
、
合
計
十
七
回
認
め
ら
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
施
設
技
術
部
地
区
に
お
け
る
立
入
り
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
に
、
北
谷
町
教
育
委
員
会

に
よ
る
現
地
調
査
の
た
め
の
立
入
申
請
を
沖
縄
防
衛
局
か
ら
行
い
、
平
成
二
十
七
年
の
環
境
に
関
す
る
協
力
に
つ
い
て
の
日

米
合
同
委
員
会
合
意
（
以
下
「
日
米
合
同
委
員
会
合
意
」
と
い
う
。
）
�
�
ｃ
に
お
い
て
日
米
両
国
政
府
間
で
決
定
さ
れ
る

場
合
に
は
御
指
摘
の
「
百
五
十
労
働
日
」
よ
り
も
前
に
立
入
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

現
在
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日

本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
を
補
足
す
る
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
に
関
連
す
る
環
境
の
管
理

の
分
野
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定
（
平
成
二
十
七
年
外
務
省
告
示
第
三
百
五
十

一



一
号
。
以
下
「
環
境
補
足
協
定
」
と
い
う
。
）
及
び
日
米
合
同
委
員
会
合
意
に
基
づ
く
立
入
り
に
係
る
調
整
を
米
側
と
続
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
不
動
産
管
理
事
務
所
が
環
境
補
足
協
定
に

基
づ
く
「
百
五
十
労
働
日
の
規
定
」
を
根
拠
に
北
谷
町
教
育
委
員
会
の
施
設
内
立
ち
入
り
を
拒
否
し
続
け
て
い
る
」
と
い
っ

た
事
実
は
な
い
。

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

米
軍
の
施
設
及
び
区
域
の
返
還
に
関
連
す
る
現
地
調
査
の
た
め
の
立
入
り
は
、
こ
れ
ま
で
も
現
に
環
境
補
足
協
定
及
び
日

米
合
同
委
員
会
合
意
に
基
づ
く
手
続
を
経
た
上
で
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
施
設
技
術

部
地
区
に
お
け
る
立
入
り
に
つ
い
て
も
、
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
現
在
、
環
境
補
足
協
定
及
び
日
米
合
同
委

員
会
合
意
に
基
づ
く
立
入
り
に
係
る
調
整
を
米
側
と
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
同

協
定
第
四
条
に
基
づ
き
日
米
合
同
委
員
会
で
合
意
さ
れ
た
手
続
が
障
害
と
な
っ
て
、
関
係
自
治
体
の
米
軍
施
設
・
区
域
内
へ

の
立
ち
入
り
が
拒
否
さ
れ
る
事
例
が
相
次
い
で
い
る
」
、
「
環
境
補
足
協
定
第
四
条
及
び
同
条
に
基
づ
く
平
成
二
十
七
年
九

月
二
十
八
日
付
日
米
合
同
委
員
会
合
意
が
障
害
と
な
っ
て
、
関
係
自
治
体
の
米
軍
施
設
・
区
域
内
へ
の
立
ち
入
り
が
認
め
ら

れ
な
い
」
と
い
っ
た
事
実
は
な
く
、
政
府
と
し
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
環
境
補
足
協
定
及
び
日
米
合
同
委
員
会
合
意
を

二



改
正
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
地
元
の
要
望
に
沿
っ
た
立
入
り
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
個
別
の
状
況
に
応
じ
て
適
切

に
対
処
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

三


